
- 1 -

各学年の内容 Ｃ 走・跳の運動遊び Ｃ 走・跳の運動 Ｃ 陸上運動

１．２年 ３．４年 ５．６年

Ｃ 走・跳の運動遊び Ｃ 走・跳の運動 Ｃ 陸上運動
低学年の走・跳の運動遊びは，｢走の運動遊び｣ 中学年の走・跳の運動は，｢走の運動｣及び｢跳の運動｣で構成 高学年の陸上運動は，｢短距離走・リレー｣，｢ハードル走｣，｢走り幅

及び｢跳の運動遊び｣で構成され，いろいろなレー され，調子よく走ったり，バトンの受渡しをしたり，小型ハー 跳び｣及び｢走り高跳び｣で構成され，一定の距離を全力で走ったり，
ンを走ったりリズムよく跳んだりする楽しさに触 ドルを走り越したりする楽しさや喜びに触れることができる運 バトンの受渡しをしたり，リズミカルにハードルを走り越したり，リ
れることができる運動である。 動である。 ズミカルな助走から踏み切って跳んだりして，記録に挑戦したり，相
低学年では，走・跳の運動遊びの楽しさに触れ， 低学年の走・跳の運動遊びの学習を踏まえ，中学年では，走 手と競走（争）したりする楽しさや喜びを味わうことができる運動で

その行い方を知るとともに，いろいろな方向へ走 ・跳の運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方を知るとともに，ある。
ったり，低い障害物を走り越えたり，前方や上方 かけっこ・リレー，小型ハードル走，幅跳び，高跳びなどの基 低学年の走・跳の運動遊びと中学年の走・跳の運動の学習を踏まえ，
に跳んだり，連続して跳んだりするなどの基本的 本的な動きや技能を身に付けるようにし，高学年の陸上運動の 高学年では，陸上運動の楽しさや喜びを味わい，その行い方を理解す
な動きを身に付けるようにし，中学年の走・跳の 学習につなげていくことが求められる。 るとともに，短距離走・リレー，ハードル走，走り幅跳び，走り高跳
運動の学習につなげていくことが求められる。 また，運動を楽しく行うために，自己の課題を見付け，その びなどの基本的な技能を身に付けるようにし，中学校の陸上競技の学
また，走・跳の運動遊びを楽しく行うために， 解決のための活動を工夫するとともに，きまりを守り誰とでも 習につなげていくことが求められる。

簡単な遊び方を工夫するとともに，順番やきまり 仲よく運動をしたり，勝敗を受け入れたり，友達の考えを認め また，陸上運動を楽しく行うために，自己やグループの課題を見付
を守り誰とでも仲よく運動をしたり，勝敗を受け たり，場や用具の安全に気を付けたりできるようにすることが け，その解決のための活動を工夫するとともに，約束を守り助け合っ
入れたり，場の安全に気を付けたりすることなど 大切である。 て運動をしたり，勝敗を受け入れたり，仲間の考えや取組を認めたり，
ができるようにすることも大切である。 場や用具の安全に気を配ったりできるようにすることが大切である。

走・跳の運動遊びについて，次の事項を身に 走・跳の運動について，次の事項を身に付けることが 陸上運動について，次の事項を身に付けることができ
付けることができるよう指導する。 できるよう指導する。 るよう指導する。

(1）(1) 次の運動遊びの楽しさに触れ，その行い方を (1) 次の運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方を知るととも (1) 次の運動の楽しさや喜びを味わい，その行い方を理解するととも
知 知るとともに，その動きを身に付けること。 に，その動きを身に付けること。 に，その技能を身に付けること。
識 ア 走の運動遊びでは，いろいろな方向に走った ア かけっこ・リレーでは，調子よく走ったりバトンの受渡し ア 短距離走・リレーでは，一定の距離を全力で走ったり，滑らかな
及 り，低い障害物を走り越えたりすること。 をしたりすること。 バトンの受渡しをしたりすること。
び イ 跳の運動遊びでは，前方や上方に跳んだり， イ 小型ハードル走では，小型ハードルを調子よく走り越える イ ハードル走では，ハードルをリズミカルに走り越えること。
技 連続して跳んだりすること。 こと。 ウ 走り幅跳びでは，リズミカルな助走から踏み切って跳ぶこと。
能 ウ 幅跳びでは，短い助走から踏み切って跳ぶこと エ 走り高跳びでは，リズミカルな助走から踏み切って跳ぶこと。

エ 高跳びでは，短い助走から踏み切って跳ぶこと。

ア 走の運動遊び ア かけっこ・リレー ア 短距離走・リレー
走の運動遊びでは，その行い方を知るとともに， かけっこ・リレーでは，その行い方を知るとともに，距離を 短距離走・リレーでは，その行い方を理解するとともに，走る距離

距離や方向などを決めて走 ったり，手でのタッ 決めて調子よく最後まで走ったり，走りながらバトンの受渡し やバトンの受渡しなどのルールを決めて競走したり，自己（チーム）
チやバトンの受渡しをする折り返しリレー遊びを をする周回リレーをしたりすること。 の記録の伸びや目標とする記録の達成を目指したりしながら，一定の
したり， 段ボールや輪などの低い障害物を使っ ［例示］ 距離を全力で走ることができるようにすること。
てのリレー遊びをしたりすること。 ○ 30～ 50ｍ程度のかけっこ ［例示］
[例示] ・ いろいろな走り出しの姿勢から，素早く走り始めること。 ○ 40～ 60ｍ程度の短距離走
○ 30～ 40ｍ程度のかけっこ ・ 真っ直ぐ前を見て，腕を前後に大きく振って走ること。 ・ スタンディングスタートから，素早く走り始めること。
・ いろいろな形状の線上等を真っ直ぐに走った ○ 周回リレー（一人が走る距離 30～ 50ｍ程度） ・ 体を軽く前傾させて全力で走ること。
り，蛇行して走ったりする こと。 ・ 走りながら，タイミングよくバトンの受渡しをすること。 ○ いろいろな距離でのリレー（一人が走る距離 40 ～ 60 ｍ程度）・
○ 折り返しリレー遊び，低い障害物を使っての ・ コーナーの内側に体を軽く傾けて走ること。 テークオーバーゾーン内で，減速の少ないバトンの受渡しをすること。
リレー遊び
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・ 相手の手の平にタッチをしたり，バトンの受 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例
渡しをしたりして走ること。 ・ かけっこにおいて，スタートの苦手な児童には，立った姿 ・ 短距離走において，素早いスタートの苦手な児童には，構えた際
・ いろいろな間隔に並べられた低い障害物を走 勢からだけでなくいろいろな姿勢から素早く走ったり，スター に前に置いた足に重心をかけ，低い姿勢で構えるといったポイントを
り越えること。 ト位置を変えて競走したりするなどの配慮をする。 示すなどの配慮をする。

・ 周回リレーにおいて，タイミングよくバトンを受渡すこと ・ リレーにおいて，減速せずにバトンの受渡しをすることが苦手な
◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 が苦手な児童には，追いかけ走やコーナー走で受渡しをするな 児童には，｢ハイ｣の声をしっかりかけたり，バトンを受ける手の位置
・ かけっこにおいて，リズムよく走ることが苦 どの配慮をする。 や高さを確かめたり，仲間同士でスタートマークの位置を確かめたり
手な児童には，一定のリズム，速いリズムなど， するなどの配慮をする。
いろいろなリズムで走ったり，レーン上に目印を
置いて，分かりやすいレーンを設定したりするな イ 小型ハードル走 イ ハードル走
どの配慮をする。 小型ハードル走では，その行い方を知るとともに，小型ハー ハードル走では，その行い方を理解するとともに，インターバルの
・ リレー遊びにおいて，バトンを上手に渡した ドルを自己に合ったリズムで走り越すこと。 距離やハードルの台数などのルールを決めて競走したり，自己の記録
り受けたりすることが苦手な児童には，手で相手 ［例示］ の伸びや目標とする記録の達成を目指したりしながら，ハードルをリ
の背中にタッチしたり，迎えタッチにしたりする ○ いろいろなリズムでの小型ハードル走 ズミカルに走り越えることができるようにすること。
など，タッチの仕方を変えたり，受渡しがしやす ・ インターバルの距離や小型ハードルの高さに応じたいろい ［例示］
くなるように形状の異なるバトン（リング状のバ ろなリズムで小型ハードルを走り越えること。 ○ 40～ 50ｍ程度のハードル走
トン等）を使うなどの配慮をする。 ○ 30～ 40ｍ程度の小型ハードル走 ・ 第１ハードルを決めた足で踏み切って走り越えること。
・ 低い障害物を走り越える運動遊びにおいて， ・ 一定の間隔に並べられた小型ハードルを一定のリズムで走 ・ スタートから最後まで，体のバランスをとりながら真っ直ぐ走る
最後まで走り越えることが苦手な児童には，障害 り越えること。 こと。
物を置く間隔や高さを変えるなどの配慮をする｡ ・ インターバルを３歩または５歩で走ること。

◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例
・ 一定のリズムで小型ハードルを走り越すことが苦手な児童 ・ 走り越える時に体のバランスを取ることが苦手な児童には，１歩
には，インターバルの異なる複数のレーンを設定し選べるよう ハードル走や短いインターバルでの３歩ハードル走で，体を大きく素
にしたり，いろいろな材質の小型ハードル（ゴムを張った小型 早く動かしながら走り越す場を設けるなどの配慮をする｡
ハードルや段ボールを使ったハードル等）を使用したりするな ・ 一定の歩数でハードルを走り越えることが苦手な児童には，３歩
どの配慮をする。 または５歩で走り越すことができるインターバルを選んでいるかを仲

間と確かめたり，インターバル走のリズムを意識できるレーン（レー
ン上に輪を置く等）を設けたりするなどの配慮をする。

イ 跳の運動遊び ウ 幅跳び ウ 走り幅跳び
跳の運動遊びでは，その行い方を知るとともに， 幅跳びでは，その行い方を知るとともに，短い助走から強く 走り幅跳びでは，その行い方を理解するとともに，試技の回数や踏

助走を付けて片足で踏み切り，前方や上方に跳ん 踏み切って遠くへ跳ぶこと。 み切りゾーンの設置などのルールを決めて競争したり，自己の記録の
だり，片足や両足で連続して跳んだりすること。 ［例示］ 伸びや目標とする記録の達成を目指したりしながら，リズミカルな助
［例示］ ○ 短い助走からの幅跳び 走から力強く踏み切って跳ぶことができるようにすること。
○ 幅跳び遊び ・ ５～７歩程度の助走から踏切り足を決めて前方に強く踏み ［例示］
・ 助走を付けて片足でしっかり地面を蹴って前 切り，遠くへ跳ぶこと。 ○ リズミカルな助走からの走り幅跳び
方に跳ぶこと。 ・ 膝を柔らかく曲げて，両足で着地すること。 ・ ７～９歩程度のリズミカルな助走をすること。
○ ケンパー跳び遊び ・ 幅 30～ 40ｃｍ程度の踏み切りゾーンで力強く踏み切ること。
・ 片足や両足で，いろいろな間隔に並べられた ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 ・ かがみ跳びから両足で着地すること。
輪等を連続して前方に跳ぶこと。 ・ 踏切り足が定まらず，強く前方へ跳ぶことが苦手な児童に
○ ゴム跳び遊び は，３～５歩など，短い助走による幅跳びをしたり，｢トン・ ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例
・ 助走を付けて片足でしっかり地面を蹴って上 トン・ト・ト・トン｣など，一定のリズムの助走からの幅跳び ・ リズミカルな助走から踏み切ることが苦手な児童には，５～７歩
方に跳ぶこと。 を行ったりする場を設けるなどの配慮をする。 程度の助走からの走り幅跳びや跳び箱などの台から踏み切る場など
・ 片足や両足で連続して上方に跳ぶこと。 で，力強く踏み切って体が浮くことを経験できるようにしたり，
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｢トン・トン・ト・ト・トン｣など，一定のリズムを声に出しながら踏
◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 み切る場を設けたりするなどの配慮をする。
・ 幅跳び遊びにおいて，上手に跳ぶことができ
ない児童には，足を置く位置の目印として輪を置 エ 高跳び エ 走り高跳び
いたり，リズミカルに跳ぶことのできる場をつく 高跳びでは，その行い方を知るとともに，短い助走から強く 走り高跳びでは，その行い方を理解するとともに，試技の回数やバ
ったりするなどの配慮をする。 踏み切って高く跳ぶこと。 ーの高さの決め方などのルールを決めて競争したり，自己の記録の伸
・ ケンパー跳び遊びにおいて，上手に跳ぶこと ［例示］ びや目標とする記録の達成を目指したりしながら，リズミカルな助走
ができない児童には，｢グー｣ と｢パー｣が分かり ○ 短い助走からの高跳び から力強く踏み切って跳ぶ ことができるようにする。
やすい目印をレーン上に設定して，足を置く順番 ・ ３～５歩程度の短い助走から踏切り足を決めて上方に強く ［例示］
やリズムが分かるようにするなどの配慮をする。 踏み切り，高く跳ぶこと。 ○ リズミカルな助走からの走り高跳び
・ ゴム跳び遊びにおいて，高く跳ぶことやしっ ・ 膝を柔らかく曲げて，足から着地すること。 ・ ５～７歩程度のリズミカルな助走をすること。
かりジャンプすることが苦手な児童には，高さを ・ 上体を起こして力強く踏み切ること。
変えたり，跳ぶ時のリズムを決めたりするなどの ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 ・ はさみ跳びで，足から着地すること。
配慮をする。 ・ 踏切り足が定まらず，強く上方へ跳ぶことが苦手な児童に

は， ３歩など，短い助走による高跳びをしたり，｢トン・トン ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例
・ト・ト・トン｣など，一定のリズムの助走からの高跳びを行 ・ リズミカルな助走から踏み切ることが苦手な児童には，３～５歩
ったりする場を設けるなどの配慮をする。 程度の短い助走での走り高跳びや跳び箱などの台から踏み切る場など

で，力強く踏み切って体が浮くことを経験できるようにしたり， ｢ト
ン・トン・ト・ト・トン｣など，一定のリズムを声に出しながら踏み
切る場を設けたりするなどの配慮をする。

(2) (2) 走ったり跳んだりする簡単な遊び方を工夫 (2) 自己の能力に適した課題を見付け，動きを身に付けるた (2) 自己の能力に適した課題の解決の仕方，競争や記録への挑戦の仕
思 するとともに，考えたことを友達に伝えること。 めの活動や競争の仕方を工夫するとともに，考えたことを友達 方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えること。
考 に伝えること。
力
，ア 走の運動遊びや跳の運動遊びの簡単な遊び方 ア 自己の課題を見付け，その課題の解決のための活動を選ぶ ア 自己やグループの能力に適した課題を見付け，課題に応じた練習
判 を選ぶこと。 こと。 の場や段階を選ぶこと。
断 ○ 運動遊びの場を選ぶ遊び方の工夫の例 ○ ＩＣＴ機器を活用して自己の課題を見付ける例 ○ ＩＣＴ機器を活用して自己の課題を見付ける例
力 ・ 走の運動遊びでは，直線や曲線，ジグザグな ・ 自己の走・跳の運動の様子をタブレットやデジタルカメラ ・ 自己や仲間の走りや跳び方の様子をタブレットやデジタルカメラ
，どいろいろな運動遊びの場の中から，自己に適し などのＩＣＴ機器を活用して確認し，動きのポイントと照らし などのＩＣＴ機器を活用して確認し，動きのポイントと照らし合わせ
表 た運動遊びの場を選ぶこと。 合わせて自己の課題を見付けること。 て自己やグループの課題を見付け，自己に適した練習方法を選ぶこと。
現 ・ 跳の運動遊びでは，前方や上方に跳ぶ高さや ○ 自己に応じた課題の解決のための練習の場を選ぶ例 ○ 自己やグループの能力に適した課題を設定し，解決のための活動
力 距離，間隔など，いろいろな運動遊びの場の中か ・ 踏み切り位置に輪を置くなど，動きのポイントについて見 を選ぶ例
等 ら，自己に適した運動遊びの場を選ぶこと｡ 合ったり教え合ったりしやすくなるような練習の場を選ぶこ ・ ハードル走のインターバルを選ぶなど，自己の課題に適した練習

と。 の場を選ぶこと。
イ 友達のよい動きを見付けたり，考えたりした
ことを友達に伝えること。 イ 友達との競走（争）の仕方を考え，競走（争）の規則や記 イ 自己の能力に適した競走（争）のルールや記録への挑戦の仕方を
○ 学び合ったことを友達に伝える例 録への挑戦の仕方を工夫すること。 選ぶこと。
・ 活動後に，感想や動きのポイント，友達のよ ○ 自己の能力に適した規則を選ぶ例 ○ 記録への挑戦の仕方を選ぶ例
い動きを書いたり，発表したりすること。 ・ 個人の記録を得点化してチーム対抗戦をしたり，チームの ・ リレーで，チーム対抗戦に向けて自己のチームに適した作戦（レ

目標得点を設定して競争したりするなどの規則を選ぶこと。 ーンや走順など）を選ぶこと。

ウ 友達のよい動きや変化を見付けたり，考えたりしたことを ウ 自己や仲間の動きの変化や伸びを見付けたり，考えたりしたこと
友達に伝えること。 を他者に伝えること。
○ 学び合ったことを友達に伝える例 ○ 学び合ったことを他者に伝える例
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・ 活動後に，運動のポイントや友達の動きのよさなどを学習 ・ 活動後に，運動のポイント，学習の記録，仲間の動きのよさなど
カードなどに記入したり，振り返りの時間に発表したり，感想 を学習カードに書いたり，振り返りの時間に発表したり，感想文を書
文を書いたりすること。 いたりすること。

(3) (3) 運動遊びに進んで取り組み，順番やきまりを (3)運動に進んで取り組み，きまりを守り誰とでも仲よく運動 (3) 運動に積極的に取り組み，約束を守り助け合って運動をしたり，
学 守り誰とでも仲よく運動をしたり，勝敗を受け入 をしたり，勝敗を受け入れたり，友達の考えを認めたり，場や 勝敗を受け入れたり，仲間の考えや取組を認めたり，場や用具の安全
び れたり，場の安全に気を付けたりすること。 用具の安全に気を付けたりすること。 に気を配ったりすること。
に
向 ア 走の運動遊びや跳の運動遊びに進んで取り組 ア かけっこ・リレーや小型ハードル走，幅跳びや高跳びに進 ア 短距離走
か むこと。 んで取り組むこと。 ・リレーやハードル走，走り幅跳びや走り高跳びに積極的に取り組む
う イ かけっこやリレー遊びなどを行う際に，順番 イ かけっこやリレーなどのきまりを守り，誰とでも仲よく励 こと。
力 やきまりを守り，誰とでも仲よくすること。 まし合うこと。 イ 短距離走やリレーなどの約束を守り，仲間と助け合うこと。
，ウ かけっこやリレー遊びなどの勝敗を受け入れ ウ 走・跳の運動で使用する用具の準備や片付けを友達と一緒 ウ 陸上運動をするときに用具の準備や片付け，計測や記録などで，
人 ること｡ にすること。 分担された役割を果たすこと。
間 エ 運動遊びで使用する用具の準備や片付けを， エ かけっこやリレーなどの勝敗を受け入れること｡ エ 短距離やリレーなどの勝敗を受け入れること｡
性 友達と一緒にすること。 オ 小型ハードル走で互いの動きを見合ったり，高跳びで動き オ 課題を見付けたり，その解決方法を工夫したりする際に，仲間の
等 オ 走る場所に危険物が無いか，跳ぶ運動遊びを のよさや課題を伝え合ったりするなどの際に，友達の考えを認 考えや取組を認めること。
するときに，友達とぶつからない十分な間隔があ めること。 カ 短距離走の場の危険物を取り除いたり，走り高跳びの場を整備し
るかなどの場の安全に気を付けること。 カ 小型ハードル走をする場所や幅跳びをする砂場などの危険 たりするとともに，用具の安全に気を配ること。

物を取り除くとともに，用具の安全を確かめること。
◎ 運動遊びに意欲的でない児童への配慮の例 ◎ 運動に意欲的でない児童への配慮の例
・ かけっこでの競走など，競走（争）を好まな ◎ 運動に意欲的でない児童への配慮の例 ・ リレーに意欲的に取り組めない児童には，チーム内で一人一人の
い児童には，いろいろな走り方や跳び方で勝敗を ・ かけっこ・リレーでの競走など，競走（争）に対して意欲 走る距離を変えたり，勝敗を競うのではなく目標記録に近づくことを
競わずに楽しめる場を設けたり，行い方を工夫し 的でない児童には，いろいろな走り方・跳び方で活動する場を 課題とした リレーを行ったりするなどの配慮をする。
たりするなどの配慮をする。 設定したり，勝敗のルールを工夫したりするなどの配慮をする。・ ハードルにぶつかることへの恐怖心がある児童には，ハードルの
・ 最後までうまく走ったり跳んだりできないな ・ 高跳びのスタンドやバーが当たることへの恐怖心がある児 板をゴムや新聞紙を折りたたんだものやスポンジ製のものに変えるな
ど，達成感を味わうことが難しい児童には，易し 童には，友達が持つゴムひもを跳ぶようにするなどの配慮をす どの配慮をする｡
い場や課題を複数準備するなどの配慮をする。 る。 ・ ハードルのインターバルの歩数がうまく合わないために，自己の
・ 友達同士でうまく関わり合うことができない ・ 課題が易しすぎたり難しすぎたりして，うまく走ったり跳 課題に取り組もうとしない児童には，インターバルの歩数を決めてか
児童には，見合いや教え合いなど，互いに関わり んだりできずに達成感を味わうことができない児童には，一つ ら場を選ぶなど，自己の能力に適した練習の場や課題の選択ができる
合いながら学習をするようにしたり，友達同士で の場だけでなく，速さ，距離を変えるなど，易しい課題や複数 ようにしたり，同じような課題をもつ仲間と協力して練習できるよう
学習の成果を認め合ったりする機会を設定するな の課題を設定するなどの配慮をする。 にしたりするなどの配慮をする｡
どの配慮をする。 ・ リレーのバトンの受渡しの練習の場面などで，友達同士で ・ リレーの作戦を立てる場面や走り高跳びのグループ競争の仕方を
・ 対人関係をうまく保つことができない児童に うまく関わり合うことができない児童には，互いに見合い，教 決める場面などで，自己の意見をうまく伝えられなかったり，仲間と
は，児童の伸びや友達との関わり方を教師が積極 え合いをする学習の仕組 みや，振り返りの場面などで，友達 うまく関わることができない児童には，話合いや振り返りの際に，学
的に称賛するなどの配慮をする。 同士で学習の成果を認め合うようにするなどの配慮をする。 習カードを使って仲間同士で新たな課題を出し合ったり，学習の成果

を確認したりする場面を設定するなどの配慮をする｡


